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夏本番、今年も台風シーズンがやってきました。マンションなどの高層建物は台風の風雨の影響を
強く受けるので、早めに台風対策をしておきたいものです。今回は、台風が接近するまでに準備し
ておきたいことから、台風が去った後の対処の仕方までのポイントをご紹介します。

「雨量」に目配りを。

１時間あたりの雨量の目安
15mm：やや強い雨（雨が降っているとわかる程度）
15～20mm：強い雨（雨音で話し声が通じにくい。水たまりができる）
20～30mm：激しい雨（バケツをひっくり返したようなどしゃぶりの雨）
30～50mm：非常に激しい雨（滝のような激しい雨）

「雨量」とは、降る雨が流れもせず、地中にしみ込むもせず、蒸発もし
ないでそこにたまっていく水の深さをミリメートルで表したもの。台
風がもたらす豪雨は、二次災害にもつながります。雨の降り方にも注
意を忘れずに。

最上階のご自宅／玄関

名　　称：カーサ コスモス
仕　　様：1LDK10戸、２LDK15戸、最上階 自宅
竣　　工：平成18年３月31日
住　　所：福岡市博多区東雲町２丁目１－３
構　　造：鉄筋コンクリート造 ７階
敷地面積：1,320.06m2

延床面積：3,028.28m2

オーナー

松尾 伊都子様
台風に備えることはたくさんありますが何からやれ
ばいいのか迷ってしまいます。そんな時にこのチェッ
クリストを使って事前にチェックしましょう。

◆ベランダの排水口がゴミや落ち葉などで隠れていない

◆ベランダの植木やつるし物等は室内に取り込む

◆窓ガラスの近くに飛散しそうな物は無いか確認する

◆窓のサッシの溝にゴミがたまっていない

◆時おりベランダの水位を確認する

◆防災グッズは手の届く、家族の分かる場所においてある

◆ろうそくが分かる場所においてある

◆水・食料の確保が2～3日分おいてある

◆車の水没対策は考えているか？

◆最寄の避難所・非難経路を確認

◆避難に備えて貴重品などの非常持出品の準備

◆停電時に備えて懐中電灯やラジオを準備してある

◆エレベーターの使用はなるべく避ける

◆次の台風の情報を確認する 

台風がやってきたら
随時、ラジオやテレビなどの
台風情報で状況を把握し、外
が気になっても外出しないよ
うにします。

台風が去ったあと

台風が去ったあとは、ベランダ、室内、建物周辺などの被害
状況を確認します。ベランダのパーテーションが破れていた
り、電線の断線、看板の脱落、倒木や木の枝が折れかかっ
ているときは、すみやかに専門の会社に連絡してください。

台風対策は接近前と去った後が肝心です！

　このマンションには前の自宅の古材を織り交ぜ

てあります。自宅は大正２年に建てられたもので

したが、頑丈な造りでしたので、本来なら取り壊す

必要はなかったんです。ところが税金を始めとする

諸問題と直面することになり、この家を解体して

新しくマンションを建てようという話が持ち上が

りました。でも、私が嫁いでから35年間住んできた

家でしたので、なかなか決心がつきませんでした。

息子や祖母、親族、ウエムラ建設さんと幾度も話し

合いを重ね、松尾家を守るためには、やはりこの

手段が最適だろうということで決断しました。た

だし新しく建てるマンションには、自宅にあった

もので使えるものはたくさん取り入れてほしい

と、ウエムラ建設さんにお願いしたのです。

　自宅のデザインや設計にはかなりこだわりまし

た。私たちも資料や本などで勉強して、「こんな感

じにしてほしい」と具体的にウエムラ建設さんに

提案しました。それをちゃんと聞き入れてくださっ

て、うまい具合にデザインしてくださいました。解

体された自宅の古材の山を見て、一体これがどう

なるのかと不安になったりもしましたが（笑）、完

成した家を見たときは、あの柱や梁が、新たな命

を吹き込まれたかのように、いきいきと蘇ってい

て、それはもう、感激しましたね。建て直しの話が

浮上してから引き渡しまで４、５年はかかりました

が、思いきって決断してよかったと思っています。

　１LDKが10戸、２LDKが15戸。それぞれシング

ルもしくは新婚さん向けの部屋ですが、通常より

ワンランク上の広さですし、室内で小型犬を飼う

こともできます。セキュリティも万全です。ちなみに

最上階の自宅は次男家族との二世帯住宅となって

います。玄関は別々ですが、室内でつながっている

ので行き来もしやすいですね。１才を迎えたばか

りの孫といつでも遊べます。なにより昔の家の面

影をとどめた部屋で、末永く暮らせるだけで幸せ

です。これもウエムラ建設さんとご先祖様のおか

げと感謝しています。

マンションの部屋の
特徴などについて教えてください。

随所に瓦や古材、庭石が配されるなど、
和の雰囲気が漂う都市型マンションですね。

特に最上階のご自宅には、古材だった柱や
梁がふんだんに盛り込まれているようですね。

築92年の日本家屋が３月末、マンション「カーサ コスモス」として生まれ変わりました。
400坪の敷地に建つご自宅の古材や部材、庭石、植木などを取り入れたデザインで、
和の風情と都市型マンションのシャープさが融合した新しい空間に仕上がっています。
オーナーの松尾伊都子様にお話を伺いました。

思い出深い家の古材がいきいきと蘇る、
和の風情漂うマンションで末永く快適に。
思い出深い家の古材がいきいきと蘇る、
和の風情漂うマンションで末永く快適に。
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台風に備えて事前チェック

from227号「台風・地震対策の基礎講座 第１回」をチェック


